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        一陸特Ａ－① 別紙解説         
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  図1のように回路の接続点に流れ込む電流と流れ出す電流の和は0になる。 

これをキルヒホッフの第 1法則（電流則）という。 

ただし、接続点に流れ込む方向をプラス、流れ出す方向をマイナスとする。 

 

図 1では、次式が成り立つ。 

       I1＋I2－I3－I4＝0   ……① 

式①より、 

          I1＋I2＝I3＋I4   ……② 

式②は接続点に流れ込む電流の総和と流れ出す電流の総和が等しいことを 

表している。 

 

図 2の接続点 Aから流れ出す電流が 6〔A〕であるので、電流 I2の方向は 

図 2のようになる。 

1＋3＋I2＝6 より、  

I2＝2〔A〕 

図 2の接続点 Bに流れ込む電流は 5＋3＝8〔A〕、 

流れ出す電流は I2＋I4＝2＋I4〔A〕となる。 

よって、 

8＝2＋I4 より、 

I4＝6〔A〕 
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午前-6  （1）vは fとλで表すと、v ＝「f λ」〔m / s〕で表され、 

その値は約 3×108〔m/s〕である。 

（2）vをε0とμ0で表すと、v ＝「1 /√𝜀0𝜇0」〔m/s〕となる。 

（3）自由空間の固有インピーダンスは、磁界強度を H〔A / m〕、電界強 

 度を E〔V / m〕とすると、「E / H」〔Ω〕で表される。 

 

参考） 

真空中の誘電率をε0〔F / m〕、透磁率をμ0〔H / m〕とすると、真空中の 

電波の速度 c〔m / s〕は、次式で表される。 

c ＝1 /√𝜀0𝜇0 

 

 

 

午前-17  送信アンテナの絶対利得 37〔dB〕の真数 G Tを求める。 

37＝10 log10G T       ……① 

式①の両辺を 10で割ると、 

3.7＝log10G T      ……② 

式②より、 

  G T＝103.7＝10(4-0.3) 

＝
104

100.3＝
104

2
＝

10,000

2
＝5,000    ……③ 

よって、 

P E＝P T×G T＝50×5,000＝250,000＝2.5×105〔W〕 ……④ 

式④を dBW表示すると、 

    10log10(2.5×105)＝10log10(
10

4
× 105) 

＝10(log10
106

4
)＝10(log10106－log104) 

＝10(log10106－log1022) ＝10(6 log1010－2 log102) 

＝10(6×1－2×0.3)＝10×5.4＝54〔dBW〕 

 

 

午前-23  伝送速度 5〔Mbps〕のデータを 50秒間送ると、データ量は、 

     5×106×50＝2.5×108〔bit〕      ……① 

式①のビット数で 1〔bit〕の誤りを生じるので、ビット誤り率は、 

    
1

2.5×108＝0.4×10−8＝4×10−9 
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午後-3   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1のように回路の接続点に流れ込む電流と流れ出す電流の和は0になる。 

これをキルヒホッフの第１法則（電流則）という。 

ただし、接続点に流れ込む方向をプラス、流れ出す方向をマイナスとする。 

 

図 1では、次式が成り立つ。 

        I1＋I2－I3－I4＝0   ……① 

式①より、 

         I1＋I2＝I3＋I4   ……② 

式②は接続点に流れ込む電流の総和と流れ出す電流の総和が等しいことを 

表している。 

 

図 2 の接続点 A から流れ込む電流が 6〔A〕であるので、電流 I2の方向は

図 2のようになる。 

1＋3＋I2＝6 より、  

I2＝2〔A〕 

図 2の接続点 Bに流れ込む電流は 5＋I2＝5＋2＝7〔A〕、 

流れ出す電流は 3＋I4〔A〕となる。 

よって、 

7＝3＋I4 より、 

I4＝4〔A〕 
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午後-6  （1）電波は、互いに「直交する」電界 Eと磁界 Hから成り立っている。 

（2）vをε0とμ0で表すと、v ＝「1 /√𝜀0𝜇0」〔m/s〕となる。 

（3）自由空間の固有インピーダンスは、磁界強度を H〔A / m〕、電界強 

 度を E〔V / m〕とすると、「E / H」〔Ω〕で表される。 

 

 

午後-17  送信アンテナの絶対利得 41〔dB〕の真数 G Tを求める。 

41＝10 log10G T       ……① 

式①の両辺を 10で割ると、 

4.1＝log10G T      ……② 

式②より、 

  G T＝104.1＝10(5-0.9) 

＝
105

100.9＝
105

(100.3)3＝
105

23      ……③ 

よって、 

P E＝P T×G T＝25×
105

23 ＝
52×105

23 〔W〕   ……④ 

式④を dBW表示すると、 

    10log10(
5

2
×10

5

2
3 )＝10(log1052＋log10105－log1023) 

＝10(2 log105＋5 log1010－3 log102) 

＝10(2 log105＋5×1－3×0.3) 

＝10(2 log10
10

2
＋4.1) 

＝10(2 log1010－2 log102＋4.1) 

＝10(2×1－2×0.3＋4.1)＝10×5.5＝55〔dBW〕 

 

 

午後-23  伝送速度 4〔Mbps〕のデータを 10秒間送ると、データ量は、 

     4×106×10＝4×107〔bit〕      ……① 

式①のビット数で 1〔bit〕の誤りを生じるので、ビット誤り率は、 

    
1

4×107
＝0.25×10−7＝2.5×10−8 
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